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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、乳がんおよび頭頸部扁平上皮がんにおいて過剰発現しています。コードされているタンパク質は細胞質および細胞基質接触部に局在しています。この遺伝子は2つの役割を担っています。(1) 接着型接合の構成要素間の相互作用を制御すること、(2) 上皮細胞および癌細胞の細胞骨格および細胞接着構造を組織化することです。アポトーシスの過程で、コードされているタンパク質はカスパーゼ依存的に分解されます。この遺伝子の異常な制御は、腫瘍細胞の浸潤および転移に寄与します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つのスプライスバリアントが同定されています。(RefSeq提供)
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、A431（2）、MCF-7（3）、SR-BR-3（4）、HepG2（5）、NIH/3T3（6）細胞溶解物に対するCTTNマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CTTN マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織 (左) と扁桃腺組織 (右) の免疫組織化学分析。

